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─ 26 ⌐ ╢ ─ ⌐ ∆╢

広島大学は、平和を希求する精神、新たなる知の創造、豊かな人間性を培う教育、地

域社会・国際社会との共存、絶えざる自己変革という理念５原則を掲げている。第２期

中期目標期間においては、「広島大学の長期ビジョン」に則り、日本を代表し世界をリー

ドするナショナルセンターとしての機能と、中国・四国地方のリージョナルセンターと

しての機能を併せ持つ総合研究大学として、教養教育の充実を基盤として大学の普遍的

使命を果たしつつ、特長的な分野において世界的教育研究拠点を形成することを基本的

な目標としている。

この目標達成に向けて学長のリーダーシップの下、国際的な教育の質保証に向けた取

組の推進、インターネット出願の導入、学部生から若手研究者まで多種多様な進路に対

応することができる一貫したキャリア支援体制の構築等、「法人の基本的な目標」に沿っ

て計画的に取り組んでいることが認められる。

ה ⌂ ─

第２期中期目標期間において、「世界をキャンパスとして展開する広島大学改革構想」

実現に向け、教育の国際通用性を高めるため、授業科目ナンバリングの 100 ％導入、シ

ラバスの 100 ％英語化を実施するとともに、世界から優秀な人材を獲得するため、クォ

ーター制等の導入や学生の海外派遣、外国人留学生の受入増加を目指した戦略的・意欲

的な計画（平成 26 年度に中期計画を変更）を定めて積極的に取り組んでおり、平成 26
年度においては、授業科目ナンバリングの実施に向けた準備を行うともに、シラバスの

英語化や教員採用の国際公募等に取り組んでいる。

⌐ ↑√

10 年後に世界トップ 100 の大学になるという目標を達成する道筋を明確にするため

に、独自の A-KPI(Achievement-motivated Key Performance Indicators：目標達成型重要業

績指標)を設定しているほか、優秀な人材の獲得のため、在職中の教員のみならず、新採

用の若手教員や外国人教員、URA（リサーチ・アドミニストレーター）に対して、個人

の業績・経歴等に着目した年俸制を導入している。また、平成 28 年度の教職大学院設置

構想の実現に向けて、地元教育委員会（広島県、広島市、東広島市）との連携を深める

とともに、実務家教員として３名の派遣の承諾を得ている。

з ה ─

─ ┘ ⌐ ∆╢

①組織運営の改善

平成 26 年度の実績のうち、下記の事項が される。
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ה ┘ ⌐ ╢ ─ ⌐ ∆╢

①評価の充実、②情報公開や情報発信等の推進、③戦略的な広報活動の推進

平成 26 年度の実績のうち、下記の事項が される。

ủ ─ ⌐╟╢ ─ ◦☻♥ⱶ

学士課程教育及び大学院課程教育を検証する仕組みを見直し、教育の内部質保証シ

ステムをさらに充実させるため、エビデンスを重視し、かつ第三者的立場に立った評

価機能を有した教育質保証委員会を理事・副学長（教育担当）直轄の独立した組織と

して設置し、各部局における教育の自己点検・評価を評価するとともに、エビデンス

の１つとなる学士課程教育卒業時アンケート及び大学院課程教育修了時アンケートを

卒業予定の学部生・大学院生を対象に実施している。

ₒ ₓ ─ ⌐ ↑≡ ⌐ ╪≢™╢

（理由） 年度計画の記載２事項すべてが「年度計画を十分に実施している」と認め

られ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。

∕─ ⌐ ∆╢
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ủ ▬fi♃כⱠ♇♩ ⌐╟╢ ─

志願者の願書記入ミスの防止や検定料支払い等の利便性向上、大学のグローバル化

に対応することࢂる
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推進センター」に組織再編し、教員や薬剤師、看護師等を増員するなど、臨床研究中

核病院の承認制度への対応及び臨床研究における支援体制の強化を図っている。

ủ ◘ⱳכ♩ ─

心不全センターを中心に、広島県内５病院の地域心臓いきいきセンターと連携し、

慢性心不全の再発予防・生活の質の改善を目的とした「心臓いきいきキャラバン研修

会」を開催するなど、心不全地域連携サポート体制を構築している。

ủ ─ ⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢

広島市北部の土砂災害に関し、病院から、DMAT（災害派遣医療チーム）や災害派

遣ナース、DPAT（災害派遣精神医療チーム）を派遣するとともに、広島県公衆衛生

チームに職員を派遣したほか、新潟大学や福井大学等のチームと合同で、避難所での

DVT（深部静脈血栓症）スクリーニング検査を実施している。また、広島県、山口県

及び島根県の行政機関、消防機関、災害拠点病院等と、広島市土砂災害に係る DMAT
検証会を行っている。


